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2 事業報告 

2.1 事務局管轄 

（1）主催事業   

理工学研究科DXコネクトセンターシンポジウム2025 

「鹿児島と日本の未来を担う高度情報専門人材育成」 

― 理工学研究科の地域連携とこれからの挑戦 ― 

 

【開催日】令和8年2月10日（火）13時00分～17時00分 

【場 所】鹿児島大学稲盛会館キミ＆ケサメモリアル

ホール（オンライン同時配信） 

【参加者】全体参加者191名 

（対面146名、オンライン45名） 

     ※県内高校生87名の参加を含む 

【主 催】理工学研究科DXコネクトセンター 

【後 援】鹿児島県、鹿児島県教育委員会、鹿児島市 

【協 賛】株式会社トヨタ車体研究所、GMOペパボ株式会社、株式会社マルマエ、 

株式会社鹿児島銀行、株式会社リリー、リコーITソリューションズ株式会社 

 

本学理工学研究科では、情報科学分野の教員による教育・研究を通じて、地域社会における情

報技術の活用と高度情報専門人材育成を推進することを目的として、本センター主催のシンポジ

ウムを開催しました。当日は宮本篤企画・社会連携担当理事の開会挨拶により始まりました。 

講演は、本センター先端研究・地域連携部門長の木下英二教授による司会進行で行われ、高度

情報専門人材育成のために着任された4名の理工学研究科特任教員よりそれぞれの専門分野に基

づく話題提供が行われました。まず、特任教授 勝眞一郎先生より「生成AI時代のプロジェクト

マネジメント」と題して、生成AI時代に求められるプロジェクトマネジメント人材の育成や大学

教育における生成AI活用について具体例を交えてご紹介いただきました。続いて、特任教授 屋

附秀司先生より「情報科学実践演習における取組みと課題」と題して、実践演習の具体的な内容

および演習後アンケート結果に基づく今後の課題についてご説明いただきました。 

   

左から）勝先生ご講演、学生との質疑応答、屋附先生ご講演の様子 

さらに、特任准教授 加葉田雄太朗先生より、「かたちと特徴の幾何学」と題して、「いろい

ろなぐにゃぐにゃ」を数学的に研究する視点をご紹介いただきました。日常にある曲線の例をも
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とに、それらが満たす規則性について解説され、線形代数や微分積分を用いて形状を数学的に表

現できることが示されました。さらに続いて、特任助教 桃木光輝先生より、「数理情報科学プ

ログラムにおける統計科学教育・研究について」と題し、具体的な事例を用いて教育内容を紹介

するとともに、統計的手法の開発における数学的アプローチや研究上の課題についてご説明いた

だきました。 

パネルディスカッションでは、本センターDX教育推進グループ長の松元隆博教授をモデレータ

ーに、4名の講演者をパネリストとして迎え、「生成AI時代の情報教育」をテーマに討議が行われ

ました。今後の生成AI時代の情報教育をどのようにしていくのか、高校生や教育現場の参加者か

ら寄せられた質疑に対し本学教員が専門的な観点から意見を共有し、生成AI時代における課題と

今後の情報教育の展望について活発な議論が展開されました。 

閉会にあたり、本学理工学研究科長である小山佳一センター長より、本シンポジウムを通じて、

多くの参加者とともに高度情報専門人材育成に関する課題や今後の取り組みについて多様な視点

を共有できたことへの謝辞が述べられ、今回の成果が今後の活動の推進に寄与するとの挨拶があ

りました。 

   

左から）加葉田先生ご講演、桃木先生ご講演、パネルディスカッションの様子 

このほか、同会場ではポスターブース展示を実施しました。

ポスターブースでは、本学情報科学プログラム所属研究室によ

る研究紹介に加え、本シンポジウムへご協賛いただいたセンタ

ー協議会企業および高校生による研究発表ポスターを展示し

ました。 

また、休憩時間には協賛企業のCM上映やテロップ配信を行い、

県内企業の紹介を行うなど、新たな試みも実施しました。これ

らの企画により、企業の皆さまにとっても自社の技術・活動を

効果的に発信できる貴重な機会となり、来場者からも高い関心が寄せられました。 

◆高大接続特別授業を実施◆ 

 本シンポジウム開始前に、高校生に向けて工学部広報委員長の青野教授による工学部説明会と

理工学研究科長の小山教授による理学部説明

会および物理学を基にクレーンゲームを攻略

する講義を実施しました。今回は本学理工学研

究科と協定を結んでいる鹿児島実業高等学校

の生徒を対象として実施しました。 

 

ポスターブース展示の様子 

  

左から）青野教授の説明会、小山教授の講義の様子 
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2.2 人材育成部門 

 

（1）数理・データサイエンス・AI教育グループ 

 本グループは、文部科学省主導で設置された「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コン

ソーシアム」と連携した活動を実施している。今年度は、コンソーシアムの特定分野会議（自然

科学系）および九州・沖縄ブロック会議における活動を通じて、新モデルシラバスや高校の情報

必修化への対応を検討している。主な実施内容としては、標準教材とグループ独自に作成した教

材の、専門分野別およびレベル別の具体的な活用方法を構築・公開、工学部2～4年生を対象とし

た能動学習型教材、TA、およびAI教育用GPUサーバー等を活用した授業などがある。さらに、工学

系分野における学協会イベントや、DXコネクトセンターと連携したシンポジウムなど、様々な機

会を設けて、他部局・他機関への情報提供と、教材の活用を推進している。具体的な活動成果は

以下の通りである。 

 

① 能動学習型教材の作成 

   グループ独自に65件の能動学習型教材を作成・公開した。内訳は以下の通り。 

    ・プログラミング：41件（C言語12 Fortran15 Python14） 

    ・基礎統計学：15件 

    ・セキュリティ：4件 

    ・人工知能：5件 

② 能動学習型授業の実施 

   能動学習型教材とティーチングアシスタント（大学院生）を活用した能動学習型授業を実 

   施した。受講者の内訳は以下の通り。 

    ・数理・データサイエンス基礎：448名 

    ・建築の数理・情報：62名 

    ・プログラミング演習：500名 

③ 他部局、他教育機関への教材の提供と活用推進 

   学会等のイベントでの広報活動（10件）に加え、鹿児島工業高等専門学校、第一工科大学 

や、鹿児島工業高校、鹿児島実業高校等の県内教育機関に情報提供し、HPを通じて教材を 

提供している。利用者アンケート（学内を含む）による提供・利用の状況は以下の通り。 

    ・回答者：教員7件、学生5件、一般1件 

    ・利用目的：自身の学習5件、教育での使用8件 
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（2）DX教育推進グループ 

 本グループは、地域産業のDX（デジタルトランスフォーメーション）化やグローバル化を推進

する人材を養成するための活動を行っている。具体的には、情報系分野で活躍する現役のエキス

パートをクロスアポイントメント制度により特任教員として採用し、社会現場で必要な能力や知

識、技術などの学生への教育や、地域課題を踏まえたPBL （課題解決型学習）などの教材やカリ

キュラムの共同開発、異分野融合のDX教育の実施を進めている。今年度は、クロスアポイントメ

ント教員として下記の5名の特任教員を採用し、講義及び演習を実施した。 

  ・勝眞一郎 特任教授（2025年4月1日付採用） 

  ・屋附秀司 特任教授（2025年4月1日付採用） 

  ・黒田翔 特任准教授（2025年4月1日付採用） 

  ・古市浩隆 特任講師（2025年4月1日付採用） 

  ・久冨あすか 特任講師（2025年12月1日付採用） 

 まず、円滑に講義や演習を実施するために複数の会議を開催した。今年度開催した主な会議は

以下の通りである。 

 2-1-1) 情報科学専攻特任教員の担当科目に関する打合せ 

   日時：2025年3月24日(月)18時30分～20時 

   場所：Teams（オンライン） 

   参加者： 

    ・勝眞一郎 特任教授、屋附秀司 特任教授、黒田翔 特任准教授、古市浩隆 特任講師

（クロスアポイントメント教員） 

    ・大橋勝文 教授（2024年度プログラム長）、王鋼 教授（2025年度プログラム長）、小

野智司 教授、重井徳貴 教授、松元隆博 教授、福元伸也 准教授（2024年度教務委

員）、西村方孝 准教授（2025年度教務委員）、岡村純也 准教授（2025年度副教務委

員）（情報科学プログラム） 

   内容： クロスアポイントメント教員室の確認、担当科目とその内容の確認と調整など。 

 2-1-2) 実験室内利用可能設備の確認と打合せ  

    日時：2025年4月17日（木） 10:30-11:30  

    場所：コトづくり支援棟2階情報・生体工学第1実験室  

    参加者： 

     ・古市浩隆 特任講師（クロスアポイントメント教員） 

     ・松元明子 技術専門職員、西正満 技術職員（技術室） 

    内容：下見（使用可能機器、音響、空調、施錠） 

  2-1-3) 電算機演習室内パソコン環境の確認と打合せ 

      日時：2025年5月16日（木） 9:15-10:15  

    場所：情報・生体工学棟2階電算機演習室  

    参加者： 

     ・屋附秀司 特任教授（クロスアポイントメント教員） 
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     ・重井徳貴 教授（情報科学プログラム） 

    内容：情報科学実践演習Iで使用する電算機演習室内パソコン環境の確認 

  2-1-4) IPA未踏募集に関する打合せ 

    日時：2025年6月25日（水） 17:50-18:10  

    場所：共通棟特任教員室  

    参加者：  

     ・勝眞一郎 特任教授（クロスアポイントメント教員） 

     ・重井徳貴 教授（情報科学プログラム） 

    内容：IPAの未踏の地域版AKATSUKIが今年度から鹿児島でもスタートし、応募者を募集

していることの情報共有とその院生の応募を促すために関する打合せ 

           https://mitou-ishin.com/  

  2-1-5) 情報科学専攻特任教員の対面顔合わせと情報交流 

    日時：2025年11月20日(木) 12:00-14:00 

    場所：共通棟特任教員室 

    参加者： 

     ・勝眞一郎 特任教授、屋附秀司 特任教授、黒田翔 特任准教授、古市浩隆 特任講師

（クロスアポイントメント教員） 

     ・重井徳貴 教授、松元隆博 教授（情報科学プログラム） 

   内容： 対面での顔合わせと科目内容についての情報交換 

 クロスアポイントメント教員は主に3科目を分担して講義を実施した。各科目とその担当コマ

数は下記の通りである。なお、 

 2-2-1) 情報科学実践演習I：プログラム必修、M1通年、各教員集中（基本、水4限目、5限目） 

   勝眞一郎 特任教授 5コマ 

   ・情報技術を活用したプロジェクトマネジメントの実践力向上 

   屋附秀司 特任教授 5コマ 

   ・ニューラルネットの言語モデルの学習 

   黒田翔 特任准教授 5コマ 

   ・WindowsPCとPython言語を用いたAIモデルの学習 

   古市浩隆 特任講師 5コマ 

   ・マイコンとセンサを用いた測定システム構築による製品開発の演習  

 2-2-2) 情報システム工学特論：協創情報コース選択必修、M1後期、木3コマ目 

   勝眞一郎 特任教授 3コマ 

    第1回 情報システムの企画、設計、運用 

    第2回 企業における情報セキュリティ 

    第3回 DXと情報システム戦略 

   屋附秀司 特任教授 4コマ 

      第1回 情報システムの構成要素 
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    第2回 情報システムとしてのWebシステム 

    第3回 オンプレからクラウドへ 

    第4回 Webシステムの実践例と課題 

   黒田翔 特任准教授 4コマ 

      第1回：システム設計の基礎と要件定義 

    第2回：アーキテクチャとドキュメンテーション 

    第3回：実装と品質管理 

    第4回：開発手法の変遷と実践 

   古市浩隆 特任講師 4コマ 

    第1回：モノづくりに不可欠な品質管理 

    第2回：製品仕様と規格 および付随する認証、ライセンス 

    第3回：仕様変更とECN発行および必要なDRBFMの基礎 

    第4回：DRBFM実施  

 2-2-3) 先端科学特別講義：研究科必修、後期、2回分実施 

   1回目：1名実施、2025年9月17日(水)13:30～16:30 

    勝眞一郎 特任教授 3時間 

   2回目：3名分担、2025年11月20日(木)14:30～17:40 

    屋附秀司 特任教授 1時間 

    黒田翔 特任准教授 1時間 

    古市浩隆 特任講師 1時間 

 その他、社会貢献として、下記の通り、出前授業とシンポジウムでの講演を行った。 

 2-3-1) 県立高校を対象にしたデータ活用出前授業  

  内容：今年度鹿児島県大島支庁の事業で、「総合的な探究の時間」に活用できるようデータ

に基づいた地域課題分析とオープンデータ活用について群島内8校で開催 

   １）鹿児島県立沖永良部高校 （2025年7月9日（水） 9:45-11:45）  

   ２）鹿児島県立奄美高校 （2025年7月14日（月） 8:55-10:45） 

   ３）鹿児島県立喜界高（2025年9月10日（水） 13:35-14:25） 

   ４）鹿児島県立徳之島高校（2025年9月25日（木） 14:35-13:35） 

   ５）鹿児島県立与論高校（2025年10月17日（金） 13:40-15:25） 

   ６）鹿児島県立古仁屋高校（2025年10月21日（火）,28日（火） 14:30-15:15） 

   ７）鹿児島県立大島高校（2026年1月21日（水） 15:10-16:10） 

   ８）鹿児島県立大島北高校（2026年2月18日（水） 14:30-15:20） 

 2-3-2) DXコネクトセンターシンポジウム 

  日時：2026年2月10日（火）13:00～17:00 

  場所：稲盛会館キミ＆ケサメモリアルホール 

  内容：「鹿児島と日本の未来を担う高度情報専門人材育成」― 理工学研究科の地域連携と

これからの挑戦 ―というテーマで実施。講演を勝特任教授と屋附特任教授の2名が行
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い、最後に両名がパネリスト、松元教授がモデレータとして「生成AI時代の情報教

育」というテーマでパネルディスカッションを実施。 

 

 最後に今年度の主な実施スケジュールを下表にまとめる。 

実施日 時間 科目名 担当 教室・実施形態
4/23(水) 5限目 情報科学実践演習Ⅰ 勝特任教授 71教室
5/21(水) 5限目 情報科学実践演習Ⅰ 勝特任教授 71教室
6/25(水) 5限目 情報科学実践演習Ⅰ 勝特任教授 71教室
7/2(水) 4～5限目 情報科学実践演習Ⅰ 黒田特任准教授 電算機演習室
7/9(水) 4～5限目 情報科学実践演習Ⅰ 黒田特任准教授 電算機演習室
7/10(木) 3～4限目 生体情報システム特論 非常勤講師
7/16(水) 4限目 情報科学実践演習Ⅰ 黒田特任准教授 電算機演習室
7/23(水) 5限目 情報科学実践演習Ⅰ 勝特任教授 71教室
9/11(木) 3～5限目 情報科学実践演習Ⅰ 古市特任講師 情報・生体学生実験室
9/12(金) 4～5限目 情報科学実践演習Ⅰ 古市特任講師 情報・生体学生実験室
9/17(水) 13:30～16:30 先端科学特別講義 勝特任教授 01教室
10/1(水) 3～5限目 情報科学実践演習Ⅰ 屋附特任教授 電算機演習室
10/2(木) 3限目 情報システム工学特論 黒田特任准教授 リアルタイムオンライン
10/8(水) 4～5限目 情報科学実践演習Ⅰ 屋附特任教授 電算機演習室
10/9(木) 3限目 情報システム工学特論 黒田特任准教授 リアルタイムオンライン

10/10(金)-
10/31(金)

情報科学実践演習Ⅰ 勝特任教授
オンデマンドに変更（欠
席者多数のため）

10/16(木) 3限目 情報システム工学特論 黒田特任准教授 リアルタイムオンライン

10/23(木) 3限目 情報システム工学特論 黒田特任准教授 リアルタイムオンライン

10/23(木) 4～5限目 先端科学特別講義
非常勤講師（山口
先生）

121教室

10/29(水) 4～5限目 情報科学実践演習Ⅰ
非常勤講師（中平
先生）

電算機演習室・対面

10/30(木) 3限目 情報システム工学特論 勝特任教授 101教室・対面

11/5(水) 4限目 情報科学実践演習Ⅰ
非常勤講師（中平
先生）

オンライン

11/12(水) 13:00～16:10 先端科学特別講義

非常勤講師(東芝情
報システム 大塚先
生、青山先生、関根
先生）

01号教室

11/13(木) 3限目 情報システム工学特論 勝特任教授 オンデマンド

11/19(水) 4限目 情報科学実践演習Ⅰ
非常勤講師（中平
先生）

オンライン

11/20(木) 3限目 情報システム工学特論 勝特任教授 101教室・対面

11/20(木) 4～5限目 先端科学特別講義
屋附特任教授、黒
田特任准教授、古
市特任講師

331教室・対面

11/27(木) 3限目 情報システム工学特論 屋附特任教授 リアルタイムオンライン

11/27(木) M1修論発表会

12/4(木) 3限目 情報システム工学特論 屋附特任教授 リアルタイムオンライン

12/10(水) 3限目 情報科学実践演習Ⅰ
非常勤講師（中平
先生）

電算機演習室・対面

12/10(水) 4～5限目 先端科学特別講義
非常勤講師（富士
通 大石先生）

01教室・対面

12/11(木) 3限目 情報システム工学特論 屋附特任教授 リアルタイムオンライン
12/18(木) 3限目 情報システム工学特論 屋附特任教授 リアルタイムオンライン
12/25(木) 3限目 情報システム工学特論 古市特任講師 101教室・対面
1/8(水) 3限目 情報システム工学特論 古市特任講師 101教室・対面
1/22(水) 3限目 情報システム工学特論 古市特任講師 101教室・対面
1/29(水) 3限目 情報システム工学特論 古市特任講師 101教室・対面  
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（4）インターンシップ支援グループ 

① グループ会議の実施 

 ・2025年5月8日（木） 

 ・2025年6月9日（月） 

 ・2025年7月11日（金） 

 

② 学生支援・派遣 

通年、研究インターンシップに関する問い合わせ対応・情報提供、応募書類の確認、企業への

応募作業、3者面談対応、面談後アドバイス、インターンシップ前・後のフォロー、報告会出席

などを実施した。今年度は3名面談を行い、1名をC-ENGINEを通じて株式会社三菱電機へ派遣し

た。 

 

③ 説明会、報告会 

理工学研究科DXコネクトセンター事務局主催による「大学院生のための研究インターンシップ

説明会2025」を3回開催した。冒頭ではDXコネクトセンター長小山先生のあいさつ、研究インタ

ーンシップを体験した学生による体験談の報告、また事務局よりC-ENGINE事業制度の説明解説と

インターンシップ支援について説明がなされた。最後に質疑応答が行われ、学生間での情報交換

や交流の場となった。 

開催後にアンケートを回答してもらい、おおむねインターンシップへの興味や理解を得られた

ようである。 

 

参加対象： 大学院博士前期課程・博士後期課程、大学院進学希望の学部生 

会   場： 建築学棟1号館1階レクチャールーム 

 

【第1回】 

日 時： 2025年6月3日（火） 

参加人数： 21名 

 

 

 

【第2回】 

日 時： 2025年7月18日（金） 

参加人数： 12名 
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【第3回】 

日 時： 2026年2月17日（火） 

参加人数： 9名 

 

 

 

 

 

④ 協力企業 

DXコネクトセンターでは、研究インターンシップの受入先企業を随時募集している。本年度は

研究インターンシップに関する問い合わせの対応の他、昨年度の協力企業の今後の方針について

確認を行った。令和7年度で、研究インターンシップの受入先として紹介している企業は以下の

通りである。 

協力企業： 1社 ・米盛建設株式会社 

 

⑤ 一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会(C-ENGINE) 

企業の発展のためには、様々な分野から多彩な人材を集めていかなければならない。 一方、

大学での研究分野はより細分化され、専門性が高くなる反面、企業から理解しにくいケースが増

えてきている。そこで、経済産業省の支援のもと、12の大学が企業8社と連携し、当協議会が一

般社団法人として2014年1月に発足した。鹿児島大学は2016年より参画している。 

 

⑥ ジョブ型研究インターンシップ推進協議会 

「ジョブ型研究インターンシップ」とは、産業界と大学が協力して大学院教育の一環として実

施する長期・有給・ジョブ型のインターンシップ制度であり、2021年に設立された。2026年2月1

日時点で、75企業・112大学が参画する協議会である。ジョブ型インターンシップの定義につい

ては以下の通りである。 

・研究遂行の基礎的な素養・能力を持った大学院学生が対象 

・長期間（原則として2ヶ月以上とし、内容に応じて短くすることも可能）かつ有給の研究イン 

 ターンシップ 

・正規の教育課程の単位科目として実施 

・本ガイドラインに沿ったジョブディスクリプション（業務内容、必要とされる知識・能力等）   

 を提示 

・インターンシップ終了後、学生に対し面談評価を行い、評価書・評価証明書を発行 

・インターンシップの成果は、企業が適切に評価し、採用選考活動に反映することが可能 

（引用） 

文部科学省「ジョブ型研究インターンシップ（先行的・試行的取組）実施方針（ガイドライ

ン）」 
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理工学研究科ではこれまでに1件の派遣実績がある。引き続き動向に注視し、説明会などの情報

提供を行っていく。 

 

⑦ コーディネーター活動 

研究インターンシップ推進のための活動を以下に示す。 

一般社団法人 産学協働イノベーション人材育成協議会 

2025年5月30日(金) 

2025年5月30日(金) 

2025年6月19日(木) 

2025年6月30日(月) 

2025年7月11日(金) 

2025年7月31(月) 

2025年8月29(金) 

2025年9月16日(火) 

2025年10月31日(金) 

2025年10月31日(金) 

2026年2月24(火) 

第12回通常社員総会 

特別講演会 誰かのために、他の人や過去と違える力 

春季学生と企業の「テーマ別」交流会2025 

説明会 

博士大学院生のCHIの交流会 

説明会 

説明会 

2025年度定期オンライン面談 

大学役員・企業幹部意見交換会 

C-ENGINEシンポジウム2025 

C-ENGINE大学コーディネーター会議・大学企業窓口意見交換会 

文部科学省主催 ジョブ型研究インターンシップ推進協議会 

2025年4月15日(火) 

2025年4月23日(水) 

2025年5月1日(木) 

2025年6月17日(火) 

2025年7月1日(火) 

2025年9月1日(月) 

2025年9月19日(金) 

2025年11月5日(水) 

2025年12月4日(木) 

2026年1月14日(水) 

2026年2月17日(火) 

2026年3月17日(火) 

説明会（日本語） 

書面審議（新規入会承認） 

説明会（英語） 

書面審議(新規入会承認) 

説明会（日本語） 

説明会（日本語） 

書面審議(新規入会承認) 

書面審議(新規入会承認) 

書面審議(新規入会承認) 

書面審議(新規入会承認) 

書面審議(新規入会承認) 

第14回運営委員会にかかる説明会および書面審議 
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2.3 先端研究・地域連携部門 

 本部門は、本学理工学研究科の強み・特色である6つの研究領域と「SDGs推進事業」、「コトづ

くり支援ラボ」により構成され、本研究科の先端研究、革新的な技術開発につながる新しいシー

ズの創出、地域のニーズに対して本研究科のシーズを結び付けて産学共同研究・地域イノベーシ

ョン創出を推進・支援し、地域社会における安全安心な暮らしと地域社会・産業の発展に寄与す

ることを目指している。今年度は、本部門には8つの研究会が設置され、本学教員と地域の企業や

支援者が協働して地域の課題に取り組んでいる。 

（1）令和７年度DXコネクトセンター所管研究会一覧表 

設置

領域 
領域長 研究会名 代表者 研究会概要 

地
域
創
生
・
安
全
工
学 

酒匂 一成 

（海洋土木 

工学） 

コンクリート構造物の 

診断技術研究会 

（H29.1.10～） 

審良 善和 

（海洋土木工学） 

コンクリート構造物に対する維持管

理の重要性に鑑み、建設後の構造物

の状態を正しく診断するための既存

技術の応用および新技術の開発研究

を行うと同時に地元で活躍する土木

技術者の技術力向上を図る。 

加工計測IoT研究会 

（H29.2.1～） 

熊澤 典良 

（機械工学） 

機械加工の高度自動化を行うための

加工計測、状態監視、制御、IoTを統

合するシステムの研究を産学官で推

進し、そのノウハウにより県内企業

の生産性の向上に寄与することを

目指す。 

鹿児島版地盤情報 

データベース研究会 

（H29.4.1～） 

酒匂 一成 

（海洋土木工学） 

これまでに県内のボーリング等の

データ収集に取り組み、これらのデ

ータを元に鹿児島県の任意の三次元

地盤図を表示・活用するためのシス

テムの構築などを行ってきた。構築

してきたデータベースの内容向上や

土木技術者などを対象にした利活

用方法について検討し、システム

の実用化を目指している。 

火山ガラス微粉末の 

社会実装に向けた 

研究会 

（R7.7.24～） 

山口 明伸 

（海洋土木工学) 

鹿児島県内に広く分布するシラス

を原料とする火山ガラス微粉末

（VGP）は、コンクリートの混和材

として新たにJISに追加されたも

のの、未だ十分に活用されている

状況にない。本研究会では、VGPの
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使途拡大と社会実装に資する産官

学連携の活動を推進することを目

的とする。 

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

鷹野 敦 

（建築学） 

ライフサイクル 

ハウス研究会 

（H29.4.1～） 

鷹野 敦 

（建築学） 

木材のみで建物を作る「Ｊログ工法」

を基盤とし、木材の特性を最大限に活

かした”人”にも”自然環境”にも

最適な新しい木質工法システム（ラ

イフサイクルハウスシステム）の研

究開発を行う。 

資源リサイクル 

研究開発研究会 

（R6.4.1～） 

加藤 太一郎 

(化学) 

脱炭素化の流れを実現するためには、

これまで廃棄物とみなされていた化

石燃料由来の化学製品をリサイクル

して再利用する取り組みを推進する

と同時に、そもそも化石燃料に依存し

ない基幹物質の生産推進が必要不可

欠です。本研究会では、化学とバイオ

の知見を有する研究者が集まりその

強みを組み合わせることで、持続的社

会の発展と地域産業の高度化を推進

する地域イノベーションを創出し、資

源リサイクル問題の解決につなげま

す。 

先
端
物
質
材
料
開
発 

二井 晋 

（化学工学） 

食品加工開拓研究会 

（H29.1.16～） 

武井 孝行 

（化学工学） 

卵白や黒酢等の食品加工を視野に入

れた独自の粉体化と経験的に効能が

ある素材での機能性成分の特定、抽

出、複合化等の技術に興味をもつ南九

州地区の産学官の交流・討議の場と

する。 

天
文
宇
宙 

片野田 洋 

（機械工学） 

鹿児島ハイブリッド 

ロケット研究会 

（H29.1.10～） 

片野田 洋 

（機械工学） 

小型ハイブリッドロケットに必要な

各種要素技術に関する情報収集と各

自技術の開発を行い、県内企業とも協

力しながら鹿児島県産小型ハイブリ

ッドロケットの製造と打ち上げを目

指す。 

 

（2）令和７年度DXコネクトセンター所管研究会活動報告 

 各研究会の活動報告について報告する。 
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令和 7年度 DX コネクトセンター所管研究会活動報告書 

研究会の名称 コンクリート構造物の診断技術研究会 

代表者 
氏名 審良 善和 

所属 理工学研究科 海洋土木工学プログラム 

設置領域 地域創生・安全工学 

会 員 数 ４２名 （学内 ４名 ・ 学外 ３８名）   

○今年度の活動実績（予算執行の概略を含む） 

特別講演会および技術講習会の開催 

⚫ インフラ施設の維持管理に関する講演会の開催（対面）、1件 

維持管理に関する技術支援 

⚫ 点検データを用いた橋梁群の劣化予測手法の提案とソフト開発 

維持管理計画策定時の劣化予測手法を新たに提案，分析ツールを提供（通年） 

鹿児島県内市町村で地域実装 

⚫ 診断技術の高度化に関する技術支援 

点群データおよび振動計測による点検診断技術開発 

⚫ 老朽化施設の点検診断および対策等維持管理に関わる技術支援 

橋梁，雨水路等（通年） 

⚫ 道路メンテナンス研究会（肝付町） 

橋梁の簡易的かつ低コストの補修工法及び健全度評価手法の確立に向けた連携研究 

⚫ 温泉地域の腐食評価 

⚫ 塩害地域の腐食評価 

研究開発に関する支援 

研究題目「構造物の診断技術および維持管理システムの開発とその実用化に関する研究

（平成 29年 12月 6日締結～令和 12年 9月 30日まで） 

診断技術・材料性能評価に関する支援 

⚫ 材料性能評価  

（コンクリートの圧縮強度，曲げ靭性，塩化物イオン量，残存膨張量など） 

 

活動の多くは，現地（実構造物）の調査や計測を行うことから，情報通信およびデータ処理

のためにモバイルWi-Fiを購入し活用させていただいた． 

 

○今年度の活動成果 

  鹿児島県内のインフラ構造物の維持管理全般に関与し，県内インフラの長寿命化，持続可

能化を目指した活動を継続することができた。 

また，活動の多くは，県内外の土木技術者・研究者と連携し技術支援等を行うため，維持管

理等業務に関わる土木技術者の育成にもつながった。 

 

○次年度の目標 

通年で実施している支援等については，今後も継続して行う． 

新たに自治体と包括連携協定を結び，社会に貢献できる研究会を目指す． 
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令和 7年度 DX コネクトセンター所管研究会活動報告書 

研究会の名称 加工計測 IoT研究会 

代表者 
氏名 熊澤 典良 

所属 理工学研究科 機械工学プログラム 

設置領域 地域創生・安全工学 

会 員 数  １０名（学内 ３名・学外 ７名）   

○今年度の活動実績（予算執行の概略を含む） 

⚫   IoT実証ラボ・施設見学 
 R8年 1月 27日(火)16:30～17:00,13名（奄美群島各市町村・NPO法人奄美野鳥の

会・奄美分室特任研究員等 9名，大学内教職員 4名） 

⚫ 受託研究 

 茶園ロボット監視システム，研究期間：2025年 5月 1日～2026年 3月 31

日 

 防霜散水器 LPWA追加機能，研究期間：2025年 9月 1日～2026年 2月 28

日 

⚫ 予算執行の概略 

 IoT実証ラボで使用する機器（記録媒体・センサ等）の修理交換を行った． 

 新しく相談のあった IoT関連事業に関して，センサ・デバイス等を購入し

て試作を行った 

 

○今年度の活動成果 

⚫  学会発表 

 東梅晃大, 熊澤典良, 田淵大介, 上谷俊平, 複合現実技術による建物内人数可視

化システム, CIEC 2025 PCカンファレンス講演論文集, pp.236-239, 2025 

 堀亜由美, 熊澤典良, 島義弘, 田淵大介, 上谷俊平, 集中度評価のための無線通

信を用いた IMUによる幼児の頭部姿勢計測, CIEC 2025 PCカンファレンス講演論

文集, pp.240-243, 2025 

 

○次年度の目標 

⚫  IoTに関連する受託研究での地域貢献 

 奄美大島におけるサトウキビの栽培・収穫に関する事業に関して，研究を加速

する． 

 IoTおよびロボット技術の適用により，鹿児島県における茶生産に貢献する． 
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令和 7年度 DX コネクトセンター所管研究会活動報告書 

研究会の名称 鹿児島版地盤情報データベース研究会 

代表者 
氏名 酒匂 一成 

所属 理工学研究科 海洋土木工学プログラム 

設置領域 地域創生・安全工学 

会 員 数 ６名 （学内 ３名 ・ 学外 ３名） 

○今年度の活動実績（予算執行の概略を含む） 

 本年度は，「鹿児島版地盤情報データベース」の防災分野における工学的活用に向けた検

討を行った。これまで収集したボーリングデータを活用した三次元地盤モデルの作成やボーリ

ングデータを活用した地盤工学の設計等で必要となるパラメータの分布状況などについて検

討を行った。また，鹿児島市地盤図に基づいた講演を鹿児島県内の地盤工学技術者ら向け

に５回実施して，鹿児島市平野部の地盤について意見交換を行った。 

 今年度の予算執行については，上記の活動を実施するために必要な印刷費，学生のアル

バイト費，データ保存用の HDD等に使用した。 

 

○今年度の活動成果 

 今年度の活動成果について，以下にまとめる。 

・これまで収集したボーリングデータを活用した三次元地盤モデルの作成 

・ボーリングデータを活用した地盤工学の設計等で必要となるパラメータの分布状況 

・鹿児島県土木部，鹿児島県建設技術センター，鹿児島県地質調査業協会との連携を図り，

鹿児島県内のボーリングデータ活用法について意見交換。 

・鹿児島県地震等災害被害予測調査検討有識者会議における検討用情報として，データベ

ースが活用された。 

 

○次年度の目標 

 今年度の活動をベースとして，内容の高度化を目指す。 

・三次元地盤モデルの作成。 

・ボーリングデータで得られる N値から地盤工学の設計等で必要となるパラメータを推定し，そ

の分布状況を把握。 

・鹿児島県土木部，鹿児島県建設技術センター，鹿児島県地質調査業協会との連携を図り，

鹿児島県内のボーリングデータ活用法について意見交換。 

・鹿児島県地震等災害被害予測調査検討有識者会議への情報提供。 
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令和 7年度 DX コネクトセンター所管研究会活動報告書 

研究会の名称 火山ガラス微粉末の社会実装に向けた研究会 

代表者 
氏名 山口 明伸 

所属 理工学研究科 海洋土木工学プログラム 

設置領域 地域創生・安全工学 

会 員 数 ９名 （学内 ３名 ・ 学外 ６名） 

○今年度の活動実績（予算執行の概略を含む） 

 鹿児島大学、東京大学、鹿児島県、株式会社プリンシプルの産官学による研究チームに

おいて、火山ガラス微粉末（以下 VGP）をコンクリート用結合材あるいは細骨材として使用し

た場合の反応特性、強度特性、耐久性等について実験的に検討するとともに、社会実装に

向けた取り組みを実施した。また、下記の会議において、産官学における今年度の取り組

みに関する協議を行った。 

第２回「ＶＧＰの社会実装に向けた研究会」 

日時：令和 8年 1月 29日 10：30～12：00 

場所：東京大学工学部 1号館 

参加者：東京大学（野口、丸山）、京都大学（友寄）、鹿児島大学（山口、審良、川上） 

       鹿児島県（朝倉、中村、福迫、池上、袖山、樋口） 

       （株）プリンシプル（佐々倉）、DAIKEN（株）（竹原、宮村、清水） 

 

○今年度の活動成果 

 本年度の検討により、以下の成果を得た。 

（１）強度特性：VGP 混和により、初期強度の低下が確認されるが、早強セメントと併用する

ことで、改善が図れる。また、長期強度は、セメント種類にかかわらず通常よりも向上する。 

（２）耐久性：VGP 混和により、塩化物イオンの浸透抵抗性が向上する。また、シラスとの併

用により、さらなる向上が期待できる。 

（３）水和反応：VGP の化学反応特性を、経時的な反応率、SEM 観察、元素組成分布分

析、Ca/Si 等の観点から分析し、VGP の反応メカニズム、強度発現メカニズムの一端を明ら

かにした。 

（４）社会実装：鹿児島県のモデル工事として、道路のり面、駐輪場、落蓋側溝、大型コンク

リート積ブロックへの適用がなされた。また、事業化のための課題として、関連 JIS の改正や

CO2排出削減材料としての価値を含めた市場浸透を図る必要があることが確認された。 

 

○次年度の目標 

 VGP の社会実装促進のために、産官学による検討を引き続き継続する。各機関における

具体的な活動目標については、次年度 5月の会議で改めて協議する。 
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令和 7年度 DX コネクトセンター所管研究会活動報告書 

研究会の名称 ライフサイクルハウス研究会 

代表者 
氏名 鷹野 敦 

所属 理工学研究科 建築学プログラム 

設置領域 環境・エネルギー 

会 員 数 ８名 （学内 ３名 ・ 学外 ５名）    

○今年度の活動実績（予算執行の概略を含む） 

   本研究会で開発を行ってきた木質構法を用いた、既存住宅内設置型の耐震シェルター

の開発を開始した。既存住宅の間取りに柔軟に対応できるよう構法システムを整理し、耐

久性及び安全性の検証を行う載荷実験の計画を策定した。また、本構法を普及するため

の実大部分模型の作成を行った。予算は模型製作の消耗品費に用いた。 

 

○今年度の活動成果 

   基準のない動的な載荷実験について、既往研究等の調査を行い、妥当な結果の評価と

発信を行うための実験計画を策定した。また、本構法の魅力を発信する実大部分模型を

製作した。 

 

○次年度の目標 

今年度に作成した実験計画をもとに、来年度、鹿児島大学内および県からの補助金申

請を行い、実験を実施する。実験は県工業技術センターでの実施を予定している。 
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令和 7年度 DX コネクトセンター所管研究会活動報告書 

研究会の名称 資源リサイクル研究開発研究会 

代表者 
氏名 加藤 太一郎 

所属 理工学研究科 化学プログラム 

設置領域 環境・エネルギー 

会 員 数 １２名 （学内 １０名 ・ 学外 ２名） 

○今年度の活動実績 

2025年度第 1回資源リサイクル研究開発セミナー 

日時：2025 年 11月 28日(金) 14:00～15:00 

場所：鹿児島大学理学部 1号館 101室 

講師：環境コンサルタント・三井化学株式会社 ESG推進室アドバイザー 

・川島信之様 

演題：サーキュラーエコノミーの本格社会実装に向けた本質的な課題 

～ポリ乳酸事業開発の経験から～ 

 

2025年度第 2回資源リサイクル研究開発セミナー 

日時：2026 年 1月 15日(木) 16:30～17:30 

場所：鹿児島大学理学部 3号館 2階 321室 

講師：東京大学・准教授・土屋康佑先生 

演題：環境にやさしい酵素反応を駆使した循環型材料の創製 

 

○今年度の活動成果 

 設置 2年目の研究会である。初年度に引き続いて、化学・バイオの力をどのように

資源リサイクル研究に活かせるかを議論する勉強会を 2025 年 11 月と 2026 年 1 月に

開催した。学内外の産官学民の研究者から広く参加者を募りフランクな学術的対話を

繰り返すことで最新の資源循環研究に関する情報収取を進めると共に、南九州地域内

で発生する素材の再資源化研究に取り掛かる際の課題の抽出と学術的貢献の可能性

について情報交換を行った。また、来年度からの本格始動に向けて、薩摩川内市のサ

ーキュラーエコノミー実証事業拠点であるサーキュラーパーク九州(CPQ) に併設さ

れた鹿児島大学サテライトラボの整備を行った。 

 

○次年度の目標 

 CPQ サテライトラボにてプラスチック素材の資源循環に向けた検証実験を 5 月の

GW 明けから本格的に開始する。理工学研究科理学専攻化学プログラム生化学講座内

に開設した「資源リサイクル研究交流オープンラボ(OpeLaR)」や、長崎大学、宮崎大

学との連携 PJ である J-PEAKS事業と連携を密に取りながら、国内外の産官学民組織

からナイロンを中心としたプラスチックの資源循環に関わる研究者を鹿児島に呼び

込み交流することで、社会実装に向けた研究会メンバーの研究環境・意識を高めてい

く。 
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令和 7年度 DX コネクトセンター所管研究会活動報告書 

研究会の名称 食品加工開拓研究会 

代表者 
氏名 武井 孝行 

所属 理工学研究科 化学工学プログラム 

設置領域 先端物質材料開発 

会 員 数 １６名 （学内 ９名・学外 ７名）   

○今年度の活動実績（予算執行の概略を含む） 

 2026 年 2 月 20 日に、鹿児島大学 郡元キャンパス 産学交流プラザ 2F セミナー室に

おいて、第 8回食品加工開拓研究会講演会を開催した。講演者は 2名で、2件の講演が

行われた。参加者は講演者を合わせて 20名であった。 

1. 「つくり手と飲み手を繋ぐ」焼酎ブランド 

 LINK SPIRITS株式会社 代表取締役 冨永 咲 氏  

2. 漁業現場から生まれた挑戦 ～水産物流通における情報プラットフォーム構築～ 

 株式会社 ZIFISH 代表取締役 江幡 恵吾 氏  
 

○今年度の活動成果 

 本研究会では、食品のものづくり技術の開発・改良、あるいはそれにつながる可能性のある

新情報を提供している。 

LINK SPIRITS株式会社 代表取締役 冨永 咲 氏からは、焼酎の商品紹介に加え、木樽

蒸留器を用いて本格焼酎を造る作り手の現状や、焼酎の魅力を発信する活動、さらに焼酎の

歴史について紹介があった。 

株式会社 ZIFISH 代表取締役 江幡 恵吾 氏からは、日本の水産業が抱える現状と課題

について解説があり、その解決策として、水産物流通OS（情報基盤）の整備と、水揚げ物の計

量・伝票作成を担うスマート計量システムの開発が紹介された。また、このシステムが鹿児島

県・高山漁協で実用化されていることも紹介があった。 

これらの 2つの講演の視聴により、食品に関係する参加者の新たな研究の展開や新たな共

同研究のスタートに繋がることが期待された。 

 

○次年度の目標 

 本年度と同様に講演会を開催することで、食品のものづくり技術の開発・改良、あるいはそ

れにつながる可能性のある新情報を提供する。 
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令和 7年度 DX コネクトセンター所管研究会活動報告書 

研究会の名称 鹿児島ハイブリッドロケット研究会 

代表者 
氏名 片野田 洋 

所属 理工学研究科 機械工学プログラム 

設置領域 天文宇宙 

会 員 数 ５５名 （学内 ２７名 ・ 学外 ２８名）   

○今年度の活動実績（予算執行の概略を含む） 

1） ハイブリッドロケットエンジン内の熱流動シミュレーションを行い，得られた成果をエンジン

設計にフィードバックした． 

2） 鹿児島ロケット 6号機，7号機の打上げ実験を今年度から南種子町で実施すべく，関係

各所（南種子町役場，南種子町漁協，南種子町住民，鹿児島県庁，熊毛地区消防組合，

種子島警察署，第十管区海上保安本部，関西空港，海上自衛隊鹿屋航空基地）と調整を

行った．鹿児島ロケット 6号機，7号機打上げ実験の運営に関するワーキンググループ会

議を 6回実施した． 

3） 鹿児島ロケット 6号機，7号機の報道機関向け機体公開を行った． 

4） 鹿児島ロケット 6号機には楠隼高校の生徒が開発した缶サットを搭載した． 

5） 鹿児島ロケット 6号機，7号機の打上げ実験を南種子町宇宙開発推進協力会との共催に

より前之浜海岸で実施した．地元小学生との交流会も実施した． 

6） 鹿児島県と共催で，「学生向け宇宙ビジネス講座」を稲盛会館で実施した． 

7） 鹿児島県主催の「かごしまスペースフェスタ 2025」に出展した．ワークショップも実施した． 

 

○今年度の活動成果 

1） 鹿児島ロケット 7 号機の機体開発の一環として，パラシュート放出機構と電装部の振動試

験を鹿児島県工業技術センターで実施した．いずれも，正常に動作することを確認した． 

2） 鹿児島ロケット 7号機のパートナー企業 5社を獲得した． 

3） 南種子町での射点開拓に成功し，現地での打上げ実験運営のノウハウを獲得した．ま

た，10時間以内での 2機打上げを実現した． 

4） 鹿児島ロケット 6号機は上空で設計通りパラシュートが開傘し，全機回収に成功した．7号

機は目視の飛行軌道は概ね正常であった．現在，飛行データを解析中である． 

5） 水産学部練習船「南星丸」との連携により，海上での機体回収に成功した． 

6） 鹿児島ロケットに関する本年度の報道は，確認できた範囲で 20件であった． 

 

○次年度の目標 

1） 鹿児島ロケット 8号機，9号機の開発と令和 8年度内の打上げを南種子町で実施する． 

2） 将来，JAXA 種子島宇宙センター内からの鹿児島ロケット打上げを実現するため，同セン

ター所長及び安全管理責任者と定期的に打合せを実施する． 
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（3）海×島 SDGs 推進プロジェクト 

 

事業名：地域ビッグデータを活用した，水産・海洋産業のスマート化と島嶼部での再エネ高効率

利用に関する研究（海×島 SDGs 推進プロジェクト） 

実施場所：鹿児島大学および鹿児島県内の事業対象区域 

学内研究者：理工学研究科、工学部、水産学部、法文学部 

 

事業概要：本事業は鹿児島大学の SDGs の取り組みの一環として実施するもので、本大学の強みで

ある「統合知」と「鹿児島地域版ビッグデータ」を活用することにより、【A】鹿児島県の水産・海

洋産業の事業強化と新規事業の創出を目標にして、これらの産業のスマート化を推進するシステ

ムの開発や、【B】鹿児島県島嶼部における農林水産業の高度化を促進するための、地域資源とし

ての再生可能エネルギーを最大限利用するシステムの開発、【C】SDGs で言及されている海洋プラ

スチックごみの合理的な処理・処分の実現に向けて、鹿児島県海岸におけるプラごみ監視システ

ムの開発等を推進する。 

 

以下に、2025 年度の活動内容を示す。 

 

1-1）ミッション実現戦略分関連の活動状況（島嶼研との合同活動） 

・2025 年 05 月 12 日  ミッション実現戦略分事業連絡会議開催 

・2025 年 07 月 03 日  ミッション実現戦略分事業運営委員会開催 

・2025 年 10 月 15 日  ミッション実現戦略分事業に係る社会的インパクト調書の提出 

・2025 年 11 月 17 日  ミッション実現戦略事業に係る社会的インパクトの中間評価に向けた 

ヒアリング（評価結果：2.5、予算 1 割削減の上で継続） 

・2026 年 01 月 27 日〜28 日  鹿児島大学ワークショップ開催 

場所：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター 

参加者：26 名（内訳：大学側：国際島嶼教育研究センター長、理工学研究科長ほか 15 名、奄

美側：徳之島虹の会、奄美博物館、龍郷町企画観光課、宇検村教育委員会、天城町企画財政課、

NPO 法人奄美野鳥の会、瀬戸内町総務企画課、奄美分室特任研究員以上 9 名） 

プログラム内容：大学紹介、キャンパス見学、大学およびミッション実現戦略分事業の活動報

告、意見交換会など 

・2026 年 02 月 14 日 全学プロジェクト・ミッション実現戦略分シンポジウム開催 

題目：奄美群島を中心とした「生物と文化の多様性保全」と「地方創生」の革新的融合モデル 

会場：鹿児島大学奄美分室（紬会館 6F） 

主催：国際島嶼教育研究センター、大学院理工学研究科 DX コネクトセンター、後援：奄美市 

参加者：103 名（現地参加 53 名、オンライン参加 50 名） 

講演件数：7 件（招待講演１件含む） 

 

1-2）各事業の活動状況 

1-2-1）事業［A］鹿児島県の水産・海洋産業に関する活動 

1-2-1-1）流れ藻・モジャコ来遊予測に関する活動 

①2025 年 04 月～  スマート化支援ツール（流れ藻マップ・流れ藻予測モデル・流れ藻人工衛星

画像）公開継続 

②流れ藻観測（2 回） 

・2025 年 02 月 14 日～19 日  北部薩南海域における流れ藻観測（南星丸）  

・2025 年 03 月 17 日～23 日  北部薩南海域における流れ藻観測（南星丸） 

③支援ツールの紹介と漁業者への普及（9 回） 

・2025 年 07 月 30 日  種子島漁業協同組合 

・2025 年 07 月 30 日  南種子町漁業協同組合 

・2025 年 09 月 16 日  牛根漁業協同組合 

・2025 年 09 月 16 日  桜島養魚 
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・2025 年 09 月 16 日  垂水漁業協同組合 

・2025 年 11 月 22 日  山川町漁業協同組合 

・2025 年 12 月 22 日  種子島漁業協同組合 

・2025 年 12 月 22 日  南種子町協同組合 

・2026 年 02 月 19 日  モジャコ生産協議会 

④支援ツール開発のための会議・協議（3 回） 

・2025 年 10 月 14 日  スマート漁業技術会議 

（水産学部・理工学研究科・広島大学・水産技術開発センター・水産振興課） 

・2025 年 12 月 26 日  スマート漁業技術会議 

（水産学部・理工学研究科・水産技術開発センター・水産振興課） 

・2026 年 03 月 13 日  スマート漁業推進会議 

（水産学部・理工学研究科・水産技術開発センター・水産振興課） 

 

1-2-1-2）海況予測の Web 配信（3 海域）と現場海洋観測データの収集活動（9 地点） 

・2025 年 04 月～  南西諸島周辺海域における海況予報（DR_Ep）の Web 配信継続 

・2025 年 04 月〜  鹿児島湾周辺海域の海況予測（KB モデル）の Web 配信継続 

・2025 年 09 月〜   志布志湾周辺海域の海況予報（SB モデル）の Web 配信開始 

・2025 年 04 月～  スマート CTD を活用した水温・塩分観測の継続（東串良漁協、与論町漁協、

奄美漁協、江口漁協、川内市漁協、喜界島漁協、鹿児島市漁協、内之浦漁協） 

・2025 年 05 月 30 日〜07 月 11 日 鹿児島湾根占沖の水温・塩分観測 

 

1-2-1-3）市場業務のデジタル化に関する活動（7 地点） 

・2025 年 05 月 02 日 国立研究開発法人水産研究・教育機構水産技術研究所上浦庁舎において、

市場業務デジタル化プロトタイプ調査 

・2025 年 11 月～   高山漁協において市場業務デジタル化を実装 

・2025 年 11 月 21 日 ASEAN 国際会議（バンコク）で市場業務デジタル化プロトタイプ調査 

・2025 年 11 月 27 日 タイ国プーケット漁港で市場業務デジタル化プロトタイプ調査 

・2025 年 12 月 12 日 鹿児島県漁業協同組合連合会で市場業務デジタル化プロトタイプ調査 

・2025 年 12 月 22 日 鹿児島市魚類市場・(有)山実水産で市場業務デジタル化プロトタイプ調査 

・2025 年 12 月 24 日 NIKKEI ブルーオーシャン大賞、生物多様性部門賞に係る学長への受賞報告 

・2026 年 01 月 21 日～23 日 三重外湾漁業協同組合で市場業務デジタル化プロトタイプ調査 

・2026 年 02 月 06 日 研究成果の定例記者発表（鹿児島大学事務局特別会議室にて） 

 

1-2-2）事業［B］鹿児島県島嶼部における再エネ利用に関する活動 

・2025 年 04 月 07 日～08 日  瀬戸内町実証実験に関する調査 

・2025 年 05 月 01 日～02 日  瀬戸内町での小型 EV モビリティ導入に関する包括連携締結式 

・2025 年 05 月 19 日～20 日  瀬戸内町での再エネ利用可能性調査 

・2025 年 05 月 31 日  瀬戸内町電動モビリティ現状調査 

・2025 年 06 月 09 日  薩摩川内市甑島での移動手段に関する調査 

・2025 年 06 月 16 日  瀬戸内町電動モビリティ現状調査 

・2025 年 07 月 15 日  瀬戸内町電動モビリティ現状調査 

・2025 年 08 月 23 日～25 日  EV モータース・ジャパンでの EV バス調査 

・2025 年 09 月 02 日     瀬戸内町電動モビリティ現状調査 

・2025 年 11 月 01 日～05 日  十島村宝島での電動モビリティ等設備の稼働状況確認と島嶼再エ

ネモデル検討 

・2025 年 11 月 26 日～28 日  奄美群島におけるエネルギー政策調査 

・2025 年 12 月 03 日～04 日  瀬戸内町での EV バス導入可能性調査 

・2026 年 01 月 19 日～20 日  瀬戸内町での EV バス導入 

 

1-2-3）事業［C］日本および世界の海洋漂着ごみに関する活動 
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・2025 年 02 月～ 海岸漂着ごみ定量化サービス「BeachLISA」の提供開始 

・2025 年 04 月～ スマホアプリ「Pirika」＋AI による街中ごみ可視化サービスの継続 

・2025 年 04 月〜  ウェブカメラを用いた海岸ごみモニタリングの Web 配信継続 

・2025 年 04 月～ メディア（さんいん中央テレビ）を通じたアウトリーチ活動の継続 

・2025 年 09 月  タイにてダンピングサイトのスペクトルカメラを用いたモニタリングを実施 

・2025 年 02 月    タイ及びマレーシアでプラごみに関する現地調査を実施 

・2026 年 03 月  奄美大島においてスペクトルカメラを用いた森林観測を実施 

 

1-3）各事業の活動成果（白書掲載、Web サイト開設、ガイドライン作成、論文・学会発表など） 

1-3-1）事業［A］関連の活動成果 

① 白書掲載（1 件） 

・2025 年 06 月 06 日 「令和 6 年度水産白書」に鹿大学発スマート水産業技術の政策反映が掲載  

② Web サイト継続・開設 

・2025 年 04 月～  南西諸島周辺海域における海況予報（DR_Ep）の Web 配信 

（2025 年 1 月〜9 月でイベント数 2.5 万回の実績） 

・2025 年 04 月～  スマート化支援ツール公開 

（過去 1 年間で 1.3 万回、漁期中に 8245 回のアクセスを記録） 

・2025 年 04 月〜   鹿児島湾および志布志湾周辺海域の海況予報の Web 配信 

 (イベント数 1 万回の実績) 

・2025 年 09 月～  赤潮監視業務スマート化 Web 配信 

③論文発表（1 件） 

・鹿児島湾でのスマート漁業に向けた高分解能海況予測システムの開発.土木学会論文集特集号

（海洋開発）81(18) 25-18019 2025 年 10 月 

④学会発表（7 件） 

・2025 年 07 月 01 日 第 50 回海洋開発シンポジウム発表 

・2025 年 09 月 07 日～12 日 日本プランクトン学会・ベントス学会合同大会発表 

・2025 年 11 月 08 日～11 月 14 日 PICES 2026 Annual Meeting 発表 

・2025 年 11 月 27 日 日本海洋学会西南支部シンポジウム発表 

・2025 年 12 月 06 日～08 日 南九州海洋生物研究会発表 

・2025 年 12 月 23 日 鹿児島県合同研究成果発表会 

・2026 年 01 月 20 日 kagoshimaD3X セミナー（主催：鹿児島県情報サービス産業協会） 

 

1-3-2）事業［B］関連の活動成果 

①包括連携協定締結（１件） 

・2025 年 05 月  瀬戸内町との包括連携協定の締結式、EV モビリティお披露目 

③ シンポジウム発表（３件） 

・2025 年 10 月  2025鹿児島大学奄美群島拠点シンポジウム－奄美群島の更なる発展に向けた地

域連携と人財育成― パネルディスカッション 

・2026 年 1 月 27 日  九州大学エネルギーウィーク 2026 フォーカスセッション B 再生可能エネ

ルギー連携フォーラム発表 

・2026 年 2 月 14 日  令和 7 年度鹿児島大学ミッション実現戦略分プロジェクトシンポジウム奄

美群島における『生物文化多様性』と『地方創生』発表 

 

1-3-3）事業［C］関連の活動成果 

① ガイドライン作成（1 件） 

・2025 年 07 月（環境省）リモートセンシング技術を用いた海洋ごみモニタリングの手法調和ガ

イドライン改訂版 Ver.2（国内版、国際版）を作成 

② 白書掲載（2 件） 

・2025 年 03 月 14 日 「開発協力白書 2024 年度版」に鹿児島大学のタイでの技術教育支援が掲載 

・2025 年 06 月 06 日 「環境白書令和７年度版」に鹿児島大学の海洋ごみ研究と政策整合が掲載 
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③ Web サイト開設・継続 

・2025 年 04 月～ スマホアプリ「Pirika」＋AI による街中ごみ可視化サービスの継続 

（日本全都道府県・世界 136 カ国・地域で 4 億件超の市民参加型実績） 

・2025 年 02 月～ 海岸漂着ごみ定量化サービス「BeachLISA」Web サイト開設 

（公開 2 カ月で世界 47 カ国・1 万件超の利用実績） 

・2025 年 10 月  市民と協働したごみ拾いイベントを実施し、関連 web サイトを開設 

④ 論文（2 件） 

・Remote sensing and image analysis of macro-plastic litter: A review., Marine pollution 

bulletin222 (Pt1) 118630，2025 年 9 月 

・Updating "BePLi Dataset v1: Beach Plastic Litter Dataset version 1, for instance 

segmentation of beach plastic litter" with 13 object classes., Data in brief61 111867   

2025 年 8 月 

④  学会発表（4 件） 

・2025 年 05 月 25〜30 日 日本地球惑星科学連合（JpGU）2025 年大会にて、 

プラごみに関するセッションを開催 

・2025 年 05 月 25〜30 日 日本地球惑星科学連合（JpGU）2025 年大会発表（件数 9 件）   

・2025 年 09 月 21〜25 日 日本海洋学会 2025 年度秋季大会発表（件数 4 件） 

 

1-3-4）そのほか 

①受賞（4 件） 

・2025 年 07 月 25 日 うるるビジネスコンテスト「優秀賞」および「オーディエンス賞」受賞 

・2025 年 11 月 08 日 九州大学発ベンチャービジネスプランコンテスト「九州経済産業局長賞」

および「台日商務交流協進会 理事長賞」受賞 

②招待講演（4 件） 

・Advances in plastic litter diagnostics using remote sensing platforms and image 

analysis. Ocean Conservation Administration 2025 Marine Debris Management Workshop （台

湾海洋委員会海洋保育署主催）,2025 年 9 月 

・Remote sensing and image analysis of macro-plastic litter. Ocean Plastic pollution in 

Thailand; current knowledge on sources, transport, and fate,バンコク,2025 年 8 月 

・Advances in plastic litter diagnostics using remote sensing platforms and image 

analysis. 第 6 回日中海洋ごみ協力専門家対話プラットフォーム会合及び第 6 回日中海洋ごみ

ワークショップ環境省，2025 年 7 月 

・衛星による海洋ゴミのモニタリング戦略，Japanese Geoscience Union Meeting 2025，2025 年

5 月 
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（4）コトづくり支援ラボ活動報告 

 

 大学院理工学研究科 ＤＸコネクトセンター コトづくり支援ラボは、4 名の技術部職員で運

営を担当しており、機械工作実習の指導補助や卒論・修論に携わる学生への技術相談対応などの

教育支援業務および実験装置部品や試験片等の受託加工などの技術支援業務、この 2 つを大きな

柱とした学内向けの支援業務を主に行っている。 

運営担当技術職員それぞれの専門性を活かし、理工学研究科だけではなく学内全域、さらには

地域活性化のための共同研究等の技術支援にも対応し、大学におけるものづくりの拠点としての

認知度も高く、広く活用されている。 

 

・教育部門 

① 利用申請（学生は研究室単位、職員は個人での受付） 

 

受付件数：42 件 登録者数 177 名 

 

② 安全講習 

設備等利用に際して必要となる安全講習を新規利用希望者対象に行っている。本年度の受講

者数は以下のとおり。 

 

講習件数：14 件 受講者数：153 名 

 

③ 実習等の指導補助 

1. 先進工学科機械工学 PG「機械工作実習 A＆B」 前・後期 各 15 回 受講者数：96 名 

2. 教育学部講義「技術概論」工場見学 4／23（水） 2 限目 受講者：15 名 

3. 理学部理学科物理・宇宙 PG「物理計測実験」工場実習 

6／13（金）、6／20（金）、6／27（金）、7／4（金） 全 4 回 受講者数：44 名 

 

④ 施設利用関係 

1． 先進工学科機械工学 PG「創造機械設計」 期間：5／21～7／16 水曜 1～3 限目 

2． 理工技術部 公開講座「ものづくり体験教室 2025」 8／6（水） 終日 

3． 建築学科「建築設計Ⅰ・Ⅱ 」 期間：1／7～1／14 

水・木曜 3～5 限目 

 

⑤ 外部機関への協力 

1． 鹿児島大学キャンパスワークショップにおけるコトづくり支援ラボの見学に対応 

ラボ内の施設について紹介・説明。1／27 

 

・開発部門 

作業依頼実績 

受託件数：75 件 

（工学系 70 件、理学系 4 件、農学部 1 件） 

 

完了件数＊：76 件 ＊令和 6 年度からの持越分 6 件を含む 

（工学系 71 件、理学系 4 件、農学部 1 件） 
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以下に過去の加工依頼件数、月の加工時間の内訳を示す。 

 

 

 

図 1. 加工依頼月毎推移 

 

 

 

 

図 2. 一般加工時間月毎推移    図 3. 特殊加工時間月毎推移 

 

 

 

・災害・トラブルなど 

 年間を通して、大きな事故やケガはなかった。 
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2.4 DXタスクフォース 

 デジタルトランスフォーメーション（DX）を取り巻く環境の急速な変化など、喫緊の課題に迅

速かつ柔軟に対応するため、DXタスクフォースは、必要に応じて設置する特別編成チームとして

位置付けられている。 

 

（1）半導体人材育成タスクフォース（半導体人材育成理工学センターの活動） 

①「半導体人材育成理工学センター」設立 

令和7年7月1日、本学理工学研究科は、南九州における半導体関連の教育研究拠点を形成し、

九州全体の産学官連携による人材育成を推進することを目的とした「半導体人材育成理工学セン

ター」を設置した。本学は、文部科学省「enSET(半導体人材育成拠点形成事業)」事業に採択さ

れ、「連携校」として参画している。 

 

②半導体実習設備「SARF-Kagoshima」の設置 

実践的なものづくり教育の拠点となる半導体実習設備は、理工系総合研究棟1階に設置した。 

理工系総合研究棟6階の先端科学研究推進センター（共用機器分析設備）との連携も可能とな

る。 

 

 

③半導体バスツアー開催支援 

2025年7月29日（火）・30日（水）、鹿児島県主催、DXコネクトセンター協力のもと、小中学

生と保護者を対象とした「半導体魅力体験バスツアー'25」を開催した。 

両日併せて30組60名が参加し、本学電気電子工学棟にて青野祐美教授より半導体デバイスにつ

いての基礎講義の後、前島圭剛准教授および技術部職員の指導のもと、実際に集積回路を用いた

赤外線センサー製作に挑戦した。  

参加者は保護者と協力しながら、半導体など細かい部品を丁寧に基盤に差し込み、回路を完成

させた。上手く回路を繋げ、LEDライトが光ると、児童・生徒たちは大きな喜びと達成感を味わ

い、半導体技術への興味を深める貴重な体験となったようだ。 

半導体人材育成理工学センターホームページ 

- 41 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動内容 

推進のための活動を以下に示す。 

九州半導体人材育成等コンソーシアム 

2025年7月23日(水) 

2025年9月19日(金) 

2025年10月17日(金) 

2026年1月21日(水) 

2026年3月4日(水) 

2026年3月19日(木) 

人材育成ＷＧ第1回会合 

人材育成ＷＧ第2回会合 

第7回会合 

教育機関向け研修会 

人材育成ＷＧ第3回会合 

第8回会合 

その他 

2025年7月29日(火)30(水) 

2025年8月26日(火) 

2025年8月28日(木) 

2025年11月26日(水) 

2025年12月23日(火) 

 

2026年2月16日(月) 

2026年3月17日(火) 

2026年3月25日(水) 

半導体バスツアー 

2025 IEEE 高校生イベント(国際会議) 

かごしま半導体関連産業共創協議会設立総会 

大分県 LSI クラスター形成推進会議 20 周年記念フォーラム 

未来を動かす！鹿児島の技術・研究の力2025 

～試験研究機関・大学・高専合同研究発表会～ 

かごしま半導体関連産業共創協議会 第１回総会 

佐世保工業高等専門学校半導体人材育成センター開所式 

担い手確保支援事業 企画意見交換会 

 

青野教授による基礎講義 前島准教授および技術部職員との赤外線センサー作成 
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2.5 DXコネクトセンター協議会 

本協議会は、当センターが運営する連携組織であり、地域活性化に向けたDX情報人材の育成や

イノベーションの創出を主とした目的として設置されている。本組織は、県内のDX分野に関わる

企業や関係機関から構成されており、センターの取組に助言・協力を行い、また個別の意見交換

や訪問等を通じて連携を図っている。 

 

【参画機関】※50音順、2026年3月現在 

[企 業] 株式会社鹿児島銀行、京セラ株式会社、株式会社新日本科学、GMOペパボ株式会社、

ソニーセミコンダクタマニュファクチュアリング株式会社、株式会社トヨタ車体

研究所、株式会社マルマエ、リコーITソリューションズ株式会社、株式会社リリ

ー 

[地方自治体] 鹿児島県、鹿児島市  

[教 育 機 関] 学外機関：第一工科大学、鹿児島純心大学、鹿児島工業高等専門学校 

       学内施設：情報基盤統括センター、共通教育センター 

【活動実績】 

2025年7～9月 ：センター長および特任専門員による参画企業への訪問、面談、意見交換 

2025年8月6日 ：株式会社トヨタ車体研究所による本学学生・教職員向け企業説明会 

2026年2月10日：本センター主催シンポジウムへの支援・協力 

2026年3月9日 ：2025年度第１回協議会を対面およびオンラインにて同時開催 

 

 

写真.協議会の様子 
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（2）他組織との連携 

 〇高等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール）への支援 

  本センターでは、文部科学省「大学・高専機能強化支援事業」に選定された本学の取り組み

の一環として、「高等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール）」を支援するとともに、県内

高等学校との高大連携によるDX人材育成に取り組んでいる。 

今年度、DX人材育成の観点から理工学研究科および工学部が協定を締結した高等学校は以下

のとおりである。 

 ◆学校法人川島学園鹿児島実業高等学校 

  協定締結日 ：令和7年11月17日（月） 

  協定締結部局：大学院理工学研究科 

  連 携 内 容：大学教員による特別授業・講演の実施、大学施設・設備を活用した体験学習、

課題研究・高大接続教育への支援。 

  

 ◆鹿児島県立工業系高等学校 

  （鹿児島工業高等学校、川内商工高等学校、加治木工業高等学校、隼人工業高等学校） 

  協定締結日 ：令和7年11月27日（木） 

  協定締結部局：工学部 

  連 携 内 容 ：大学教員による特別授業・講演の実施、大学施設・設備の見学等、教育およ

び高大接続に関する意見交換。 

 

 【協定締結後の取組】 

   令和8年2月10日に本センター主催で開催したシンポジウムにおける関連事業として、同日

午前中には鹿児島実業高等学校の生徒を対象に高大接続特別授業（工学部・理学部の学部説

明および基本的な物理の講義受講）を実施した。午後からは、同生徒はシンポジウムにも参

加し、参加した生徒には参加証明書を、ポスター展示を行った生徒にはポスター展示証明書

をそれぞれ発行した。 

 

今年度、上記協定締結校に加え、鹿児島県教育庁とDXハイスクール事業を契機としたDX人

材育成や高大接続に向けた連携の可能性について面談・意見交換を複数回実施した。 

 

 〇株式会社トヨタ車体研究所との連携 

  令和7年8月6日、学生および教職員を対象とした企業説明会を実施

した。当日は、企業概要およびDXに関する同社の取り組み、また求

められる人材像等について説明が行われ、学生・教職員28名が参加

した。特に同社のヒューマノイドロボット開発に関する話題には、

参加者の多くが高い関心を寄せ、質疑応答では技術的な質問や今後

の研究に向けた意見等、活発な意見交換が行われた。 
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（3）地方自治体との包括連携協定 

〇理工学研究科と肝付町の包括連携協定（平成29年1月27日に締結） 

◆第1回打合せ 

 日 時：令和7年4月18日（金）14時00分～14時30分 

 場 所：セミナー室（産学交流プラザ 2階） 

  参加者：肝付町企画調整課、肝付町教育委員会および本学DXコネクトセンター関係者 

概 要：本学より、本センターが令和7年4月より本格始動し、喫緊の課題に迅速に対応する

特別編成チームDXタスクフォースを新設したことを報告した。肝付町より、昨年度

のYAC（日本宇宙少年団）うちのうら銀河分団の活動および宇宙産業振興のまちづく

りに関する報告があった。続いて、令和7年度の活動予定について、YACうちのうら

銀河分団の活動に伴う本学講師2名の派遣と、グローバル人材育成グループのGOES 

Homeの肝付町での実施予定について報告があった。 

◆活動実績 

・出前授業「はた！と閃く 光の実験」 

日 時：令和7年6月21日（土） 

場 所：内之浦銀河アリーナ（肝属郡肝付町南方289） 

担 当：秦 浩起（理工学研究科理学系 准教授） 

参加者：銀河分団員26名、関係者12名程 

 

写真1.授業の様子 

・出前授業「作って学ぶ構造力学の世界」 

 日 時：令和8年2月21日（土） 

 場 所：内之浦銀河アリーナ（肝属郡肝付町南方289） 

 担 当：ボウ コーザー（理工学研究科工学系 助教） 

 参加者：銀河分団員11名、関係者12名程 

  

写真2.授業で作った学生の作品 

・グローバル人材育成グループのGOES Home 

 学生参加者の別授業の都合により、今年度の実施は中止となった。 
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3 会議報告 

3.1 運営会議 

本会議は、DXコネクトセンターの事業運営に関する各部門の審議結果および活動内容を報告し、

センター全体の事業計画や予算等を審議・承認することを目的として開催している。参加者は、

センター長、各部門長、研究科長特命補佐、理工学研究科事務部長およびセンター職員である。

令和7年度の実施状況を以下に示す。 

〇令和7年度第1回運営会議 

 令和7年7月24日（木） 12時50分～13時50分 

【審議事項】 

・本センター立ち上げに伴い研究科長裁量経費の当初予算額の増額が決定した。 

・新規ホームページおよびリーフレットの作成について決定した。 

・受託作業料および利用登録料の変動を反映したコトづくり支援ラボの予算計画を承認した。 

・本センター主催のシンポジウムおよび国際島嶼教育研究センターとの連携で実施するシンポジ

ウムの開催が決定した。 

・DXタスクフォースは、「半導体人材育成タスクフォース」で始動したが、7月以降は「半導体人

材育成理工学センター」が立ち上がり発展的に継承されることが説明され、事務に関しては引

き続き本センターで担うことが決定した。 

・DXコネクトセンター組織規則および各部門の運営申合せについて審議を行った。組織構想に示

されている各部門の業務内容について、業務内容の再整理、業務の追加の必要性、または複数

部門による共同実施の在り方等について、今後精査する必要があるとされた。 

【報告事項】 

・肝付町との包括連携協定に係る活動として、今年度は本学の理工学研究科の教員による出前授

業が2回あると報告があった。 

・インターンシップ支援グループより、今年度は参加者を増やす活動を実施予定であると報告が

あった。 

・グローバル人材育成グループより、海外研修の参加者減少に伴い、先取り履修ができる学部大

学院一環教育を利用することを検討中であると報告があった。 

・DX教育推進グループより、クロスアポイントメント教員の講義内容等の報告があった。 

・数理・データサイエンス・AI教育グループより、文部科学省が推進する数理・データサイエン

ス・AI教育プログラムの特定校として採択されていること。また、オープンバッジは学生にデ

ザインを募りその中から選出することの報告があった。 

・DXタスクフォースより、半導体人材育成に関する鹿児島県との取り組みや産学官連携の半導体

人材育成のコンソーシアム協議会に関する説明があり、それらの活動に伴う今後の本センター

の業務内容について報告があった。 

・鹿児島工業高等専門学校をはじめとする他校との協定に関する報告があり、当該協定を通じて

これらの学校の卒業生が本学の修士課程・博士課程へ進学することによる人材確保の取り組み

が進められていることの報告があった。 
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・先端研究・地域連携部門より、今年度の8つの研究会の説明と、各研究会への予算配分について

報告があった。 

 

3.2 部門会議 

(1）人材育成部門会議 

本会議は、人材育成部門の各グループの活動内容を共有し実施事業等について審議・決定する

会議である。参加者は、部門長、各グループ長、理工学研究科事務部長およびセンター職員であ

る。審議内容は、本センター運営会議へ報告し、承認となる。令和7年度の実施状況を以下に示す。 

〇令和7年度第1回人材育成部門会議 

 令和7年6月27日（金） 13時00分～14時00分 

 

(2）先端研究・地域連携部門会議 

本会議は、先端研究・地域連携部門の各領域の活動内容を共有し実施事業等について審議・決

定する会議である。また各領域において研究会を設置している。研究会設置に伴い設立・継続が

決定した研究会の配分費についても審議を行う。参加者は、部門長、各領域長、各研究会代表者、

理工学研究科事務部長およびセンター職員である。審議内容は、本センター運営会議へ報告し、

承認となる。令和7年度の実施状況を以下に示す。 

〇令和7年度第1回先端研究・地域連携部門会議 

 令和7年6月24日（火） 9時00分～9時30分 

 

3.3 事務局定例会議 

DXコネクトセンターの特任専門員3名、事務補佐員1名および理工学研究事務部長の計5名で、DX

コネクトセンターの運営を円滑に行うことを目的として、週1回開催している。今年度の実績は計

48回であった。内容は、主にセンター運営に係る行事の報告と今後の予定等であった。 
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3.4 コトづくり支援ラボ会議 

 

 当該会議は教育実習および加工依頼等の過月の実績状況報告と当月の予定確認、また、DXコネ

クトセンターコトづくり支援ラボの運営を円滑に行うための情報共有を行うことを主目的として、

月 1回開催している。会議のメンバーはコトづくり支援ラボ長（以下ラボ長と省略）、ことづくり

支援ラボ技術職員 3名、理工学研究科技術部技術長、DXコネクトセンター事務局職員、またオブ

ザーバーとして DXコネクトセンター先端研究・地域連携部門長（以下部門長と省略）にも参加い

ただいている。 

令和７年度の開催日時と会議内容を以下に示す。 

 

〇令和７年 4月 10日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・工場実習等の授業支援、安全講習・利用申請および加工依頼状況について（※） 

※ 月例の報告事項につき、以降本項目は「定例報告」と省略 

・工場設備利用状況報告（1～3月） 

・令和 6年度教育部門活動まとめ報告 

・令和 6年度加工依頼作業時間まとめ報告 

・令和７年度コトづくり支援ラボ利用説明会について 

・教育学部開講授業に係るコトづくり支援ラボ見学の施設利用申請について 

・令和 6年度コトづくり支援ラボ決算、令和７年度コトづくり支援ラボ予算案報告 

 

〇令和７年 5月 8日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・機械工 PG授業利用に係る施設利用申請について 

 

〇令和７年 6月 5日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・理工技術部公開講座および建築学科授業利用に係る施設利用申請について 

 

〇令和７年７月 10日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・設備利用状況報告（4～6月） 

 

〇令和７年 8月７日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・イベントにおける施設利用制限について 

・第１四半期受託作業料報告 

 

 

- 53 -



〇令和７年 9月 11日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員 

・定例報告 

 

〇令和７年 10月 9日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・工場設備利用状況報告（7～9月） 

 

〇令和７年 11月 6日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・第 2四半期および工学系外上半期 受託作業料報告 

 

〇令和７年 12月 4日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員 

・定例報告 

 

〇令和 8年 1月 15日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・工場設備利用状況報告（10～12月） 

・第 3四半期受託作業料報告  

・令和７年度加工依頼の締め日について 

 

〇令和 8年 2月 5日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・令和７年度 機械工作実習説明会実施日程について 

・コトづくり支援ラボ事業実施報告書について 

 

〇令和 8年 3月 5日（木）9：00～ 参加者 ラボ長、技術職員 3名、技術長、事務局員、部門長 

・定例報告 

・第 4四半期および工学系外下半期 受託作業料報告 
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